
注釈
1)文献12)p.37に｢防火対策が時代の変遷とともに町並みを個性化する、記号性を持った景観エレメント･建築部位となったもの｣と定
義されており、文献13）丹後加悦地域、文献6）の余呉型地域でも扱っている。本稿においても「防火意匠」の定義は同様とする。
2)平面図、写真等の収集資料を主とする、31棟の民家を対象としている。文献3～5・7～11）を参照。
3)文献4）によると、朽木谷は妻入・平入形式が混在する地域であり、文献5）では北川を主とする妻入・平入分布について示されてい
るため、本研究では、より広域での妻入・平入の分布の現況を新しい知見として得る事を更なる目的として調査を行った。
4)文献5）によれば、平成7～9年度にかけて①地域的特色があらわれているもの、②建築年代の明らかなもの、③意匠･構造に特色の
あるもの、④古い生活様式を残しているもの、⑤保存状態がよいもの、⑥優れた改修を行っているもの、　⑦付属建物を含めた屋敷構
えを残しているもの、⑧緊急の調査を要するものを対象に滋賀県全域において民家の調査が行われた。
5)各民家の文献に記されていた集落名や家主名等より、電話帳検索を用いて住所を調べる。次に、Google mapで住所検索により航
空写真で入母屋形式であるかを判定し、場所を特定する。
6)外観調査におけるカミ-シモ･オモテ-ウラ面の判別は、妻側は妻入の場合、大戸口のある面をシモ、その対面をカミ、平入の場合オ
モテ面の大戸口がある妻側をシモ、対面をカミとしている。また平側は目視により開口が大きい面をオモテ、対面をウラとしている。
7)壁面における可燃素材は、木部露出の構造(黄土真壁･漆喰真壁)と木製素材の板張(下見板張･木板張)である。
8)壁面における不燃素材は、主に木部露出がない黄土大壁・漆喰真壁・トタン・モルタルリシン吹付等とする。
9)文献7)通史編のpp.42-43より、木材等を運ぶ筏乗りの安全を祈願し、川の魔物を取り除く神「シコブチ神」として安曇川水系で千数
百年前から信仰されてきた。
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５. まとめ

　本稿では、 滋賀県湖西北部朽木谷の民家について、 外観調査結果の定量分析による防火性能の把握と、 同県

下の余呉型民家との比較考察、 ならびに能家 ・ 生杉 ・ 久多の集落ごとの分析 ・ 比較考察を行うことで、 具体的な

防火対策の提案を行った。 以上より得られた知見は次の通りである。

1) 朽木谷の民家についての悉皆的な調査により確認できた残存民家は 210 棟であった。 これは 1930 年以降の調

査時に比して、 約 6 割に減じており、 今後も老朽化等で減少する可能性が考えられる。

2) 同県下の余呉型民家のデータと比較した場合、 朽木谷の残存民家の防火性能が低い部位は、 ①妻壁通気口、

②通気棟、 ③上屋軒裏開口部、 ④平側壁面素材の下部の 4 点である。

3) 朽木谷の民家で見られた 「防火意匠」 的特徴としては、 妻壁における水文字が多い点であり、 余呉型地域と比

較する事で明らかとなった。 防火祈願の意匠であった水文字や懸魚は、 火災の人為的な火災要因の抑制、 また火

災時の十分な対応を促すなど、 人々の防火意識を高めるシンボルとして再認識されるべきものではないかと考える。

4) 朽木谷における民家の防火対策として、 可燃素材である茅葺に対して不燃材で覆うなど、 調査対象の 85％と多

くが防火対策されている状況であるが引き続きの措置が必要である。 しかし、 主屋に対し外部からに限らず内部や

接続部からの延焼も懸念されるため、 ①下屋軒裏の木部露出防止 ( 漆喰塗布等 )、 ②火の粉などの侵入による内

部からの延焼を防ぐために孔の閉鎖とともにダンパーな等を用いた閉鎖可能な給排気装置の設置、 ③全 4 壁面の

腰壁 ・ 壁面上部の不燃化、 ④シモ ・ オモテ ･ ウラ面における木製建具の不燃化といった措置が望まれる。

5) 朽木谷における能家 ・ 生杉 ・ 久多の３つの集落ごとに着目した場合、 民家北西 ・ 南東風により、 能家ではカミ ・

シモ側、 生杉と久多ではカミ ・ シモ ・ オモテ ・ ウラで延焼危険度が高くなるので、 厳密な防火対策が必要である。

謝辞 ： 本研究は、 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 ｢ 文化遺産を核とした観光都市を自然災害から守るた

めの学術研究拠点 ｣( 研究代表 : 深川良一 ) ならびに、歴史都市防災研究所研究施設補助 ( 研究代表 : 大窪健之 )

により行われたものである。 また調査に協力頂いた関係者の方々に謝意を表する。

8

−91−



−92−



−93−



−94−



−95−



−96−



−97−



−98−


